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図

書
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綿

屋
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庫

蔵

心

敬

自

筆

連

歌

百

句

付

 
 

日

時 
 

平

成

２１

年

１１

月

６

日(

金) 

場

所 
 

天

理

大

学

附

属

図

書

館(

天

理

市

杣

之

内

町1050) 

調

査

者 

伊

藤

伸

江(
代

表

者)

・

奥

田

勲(

分

担

者) 
 [

書

誌] 
 

巻

子

本

一

軸

表

紙

は

蜀

江

花

紋

木

綿

表

紙

紙

高

は23.3

㎝

本

文

全

二

十

紙

一

紙

に

十

一

行

一

句

を

一

行

に

書

い

て

い

る

料

紙

は

鳥

の

子

元

は

冊

子

本(

綴

葉

装

か)

で

あ

た

も

の

の

料

紙

を

表
・
裏

に

は

ぎ

巻

子

本

に

改

装

し

て

い

る

巻

子

本

へ

の

装

丁

時

期

は

江

戸

時

代

で

あ

ろ

う

料

紙

に

見

ら

れ

る

汚

損

は

巻

子

に

表

装

し

た

時

期

以

前

の

も

の

で

あ

る

ま

た

料

紙

の

七

枚

目

八

枚

目

は

本

来

九

枚

目

十

枚

目

の

後

に

入

る

べ

き

も

の

で

あ

り

改

装

の

際

の

錯

簡

が

生

じ

て

い

る

 
 

端

見

返

し

の

左

上

に

後

人

の

墨

書

心

敬

大

僧

都

正

筆

／

宗

祇

法

師

之

師

に

而

／

手

蹟

稀

也

左

下

に

わ

た

や

の

ほ

ん

の

印

記

が

あ

る
 

 

奥

見

返

し

表

下

に

印

記

月

明

荘

奥

見

返

し

裏

に

大

日

本

史

料

第

八

編

之

八

に

出

せ

る

／

写

真

版

の

原

本

な

り

／

南

天

荘

主

人

通

泰

と

記

さ

れ

て

い

る

当

該

大

日

本

史

料

写

真

版

の

説

明

に

は

東

京

赤

星

鐵

馬

氏

所

蔵

と

記

さ

れ

明

治

時

代

の

実

業

家

赤

星

弥

之

助

の

息

子

鐵

馬

か

ら

関

東

大

震

災

後

井

上

通

泰

の

所

蔵

へ

と

う

つ

り(

後

述)

弘

文

荘

を

へ

て

天

理

図

書

館

に

入

た

こ

と

が

わ

か

る
 

 

被

せ

蓋

の

桐

箱

入

ま

た

箱

の

中

に

昭

和

三

年

二

月

十

九

日

付

井

上

通

泰

宛

山

田

孝

雄

書

簡

の

写

し

が

あ

る
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[
内

容] 
連

歌

百

句

付

は

心

敬

が

百

番

連

歌

合

か

ら

前

句

と

自

作

の

付

句

を

抜

き

出

し

応

仁

二

年(

一

四

六

八)

六

月

二

十

五

日

に

書

写

し

同

年

九

月

二

十

五

日

に

宗

沅

禅

門

に

与

え

た

書

で

あ

る

百

番

連

歌

合

は

百

句

の

前

句

に

救

済

と

周

阿

が

そ

れ

ぞ

れ

付

け

た

と

さ

れ

る

句

に

二

条

良

基

が

加

点

し

た

連

歌

合

で

あ

り

心

敬

有

伯

へ

の

返

事

の

記

述

此

度

救

済

法

師

周

阿

の

句

合

を

披

見

し

侍

る

に

よ

て

も

心

敬

が

こ

の

連

歌

合

を

見

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

該

本

の

奥

書

に

は 
 

右

前

句

に

て

救

済

周

阿

句

を

合

侍

て

二

條

大

閤 
 

御

墨

な

と

申

侍

る

頗

金

玉

也

然

さ

り

か

た

き 
 

所

望

に

よ

り

前

句

を

黷

侍

り

両

賢

前

句

の 
 

心

こ

と

葉

の

髄

と

り

つ

く

し

給

侍

れ

は

一

塵

も

前

句 
 

餘

情

残

へ

き

に

あ

ら

す

こ

と

に

頓

作

外

見

憚

多 
 

即

可

被

捨

破

者

也 
 
 

應

仁

二

年

六

月

廿

五

日 
 

右

一

帖

依

競

望

宗

沅

禅

門

白

地

染

短

筆 
 

頗

左

道

〳

〵 
 
 

應

仁

二

暦

暮

秋

末

五

日 

隠

士

心

敬(

花

押) 
 

 と

記

さ

れ

完

沅

へ

の

譲

渡

の

経

緯

が

わ

か

る

 
 

書

写

態

度

は

厳

正

で

字

に

乱

れ

が

な

く

誤

り

が

非

常

に

少

な

い

以

下

句

番

号

を

貴

重

古

典

籍

叢

刊

心

敬

作

品

集

(

昭

和

四

七
・
角

川

書

店)
所

載

翻

刻

に

依

り

示

す

と

例

え

ば

見

せ

け

ち

記

号

は

三

カ

所

の

み

即

ち

二

四

二

三

句

二

四

九

三

句

ま

た

心

敬

作

品

集

に

は

落

ち

て

い

る

が

二

四

七

〇

句

た

の

字

左

に

見

せ

け

ち

記

号

が

あ

る

の

み

で

あ

る

こ

の

う

ち

二

四

二

三

句

二

四

九

三

句

は

い

ず

れ

も

推

敲

に

よ

る

自

句(

付

句)

の

語

句

の

変

更

を

記

し

て

お

り

単

な

る

書

き

誤

り

で

は

な

い

二

四

七

〇

句

は

前

句

で

あ

る

が

か

ゝ

ら

ん

と

て

そ

身

は

の

か

れ

た

り

の

た

字

右

に

イ

け

と

異

本

注

記

が

あ

り

の

か

れ

け

り

を

正

し

い

と

し

た

か

異

本

注

記

は

二

四

七

〇

二

四

八

二

句

の

二

つ

の

前

句

に

あ

り

心

敬

の

拠

た

百

番

連

歌

合

の

伝

本

に

既

に

あ

た

も

の

か

 
 

な

お

本

書

は

天

理

図

書

館

綿

屋

文

庫

俳

書

集

成
３５

諸

家

自

筆

本

集

(

一

九

九

九

・

天

理

大

学

出

版

部)

に

影

印

が

収

め

ら

れ

貴

重

古

典

籍

叢

刊

心

敬

作

品

集

(

昭

和

四

七
・
角

川

書

店)

に

翻

刻

が

あ

る

い

ず

れ

も

錯

簡

を

正

し

簡

単

な

解

説

を

付

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

 
[

天

理

本

調

査

余

滴 

井

上

通

泰

と

山

田

孝

雄

の

交

流] 
 

天

理

本

連

歌

百

句

付

に

は

井

上

通

泰

宛

山

田

孝

雄

書

簡

の

写

し

が

添

え

ら

れ

て

い

る

こ

の

写

し

は

天

理

図

書

館

貴

重

書

主

任

で

あ

た

木

村

三

四

吾

氏

が

昭

和

二

十

三

年

に

書

写

し

た

も

の

で

あ

る (

注

１)

書

簡

の

内

容

は

昭

和

三

年

二

月

山

田

孝

雄

氏

が

井

上

氏

新

著

恵

贈

を

謝

し

井

上

氏

蔵

当

該

巻

子

本

を

借

り

て

写

し

心

敬

の

花

押

も

山

田

氏

の

花

押

帖

に

取

た

と

の

由

で

あ

る

こ

の

時

山

田

氏

が

写

し

た

新

写

本

は

現

在

富

山

市

立

図

書

館

山

田

孝

雄

文

庫

に

収

め

ら

れ

て

い
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そ

の

奥

書

に

よ

れ

ば

昭

和

三

年

三

月

十

九

日

夜

に

写

し

終

え

て

い

る

さ

ら

に

山

田

本

に

は

昭

和

三

年

三

月

廿

二

日

付

山

田

孝

雄

宛

井

上

通

泰

葉

書

が

付

属

し

葉

書

の

文

面

に

よ

て

天

理

本

連

歌

百

句

付

が

あ

る

年

東

京

美

術

倶

楽

部

の

売

立

に

出

大

日

本

史

料

へ

の

大

正

八

年

の

掲

載

を

経

て

大

震

災

後

に

井

上

氏

蔵

と

な

た

こ

と

が

わ

か

る

赤

星

家

は

大

正

六

年

に

三

度

の

売

立

を

行

な

て

お

り(

注

２)

そ

の

い

ず

れ

か

の

際

に

出

た

の

で

あ

ろ

う

井

上

通

泰

は

昭

和

十

六

年

八

月

に

七

十

五

歳

で

亡

く

な

て

お

り

連

歌

百

句

付

は

終

戦

後

の

混

乱

期

に

天

理

図

書

館

に

入

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

 
 

井

上

通

泰(

慶

応

二(

一

八

六

六)

昭

和

十

六(

一

九

四

一))

は

医

業

の

傍

ら

歌

人

と

し

て

御

歌

所

寄

人

を

つ

と

め

ま

た

万

葉

集

風

土

記

等

の

古

典

研

究

を

な

し

た

在

野

の

国

文

学

者

で

あ

た

彼

が

明

治

四

十

三

年

か

ら

始

め

た

南

天

荘

同

人

会

で

の

万

葉

集

の

講

義

は

私

刊

本(
昭

和

二

年

六

月

ま

で

三

十

八

冊

刊

行)

を

経

て

昭

和

三

年

萬

葉

集

新

考

と

し

て

国

民

図

書

株

式

会

社

よ

り

三

月

六

日

に

公

刊

さ

れ

る

天

理

本

付

載

の

書

簡

写

し

に

あ

る

新

著

は

こ

の

こ

と

で

あ

ろ

う

萬

葉

集

新

考

の

公

刊

に

よ

り

彼

の

学

問

の

成

果

が

世

に

知

ら

れ

る

が

一

方

山

田

孝

雄

も

同

じ

く

昭

和

三

年

に

萬

葉

集

講

義

巻

第

一

を

寳

文

館

よ

り

刊

行

し

て

い

る

両

者

の

間

で

い

ち

は

や

く

著

書

を

介

し

て

の

交

友

が

あ

た

こ

と

は

興

味

深

い

 
 

著

名

な

国

語

学

者

で

あ

る

山

田

孝

雄(

明

治

八(

一

八

七

五)

昭

和

三

三(

一

九

五

八))

は

昭

和

二

年

に

論

文

日

本

文

化

に

お

け

る

連

歌

の

位

置

連

歌

研

究

の

序

説

昭

和

三

年

に

連

理

秘

抄

解

説

を

著

し(

注

３)

連

歌

研

究

に

踏

み

込

ん

で

い

く

途

上

に

あ

り

片

端

(

昭

和

三

年

一

月

六

日

書

写)
知

連

抄
(

昭

和

三

年

八

月

廿

四

日

書

写)

と

連

歌

書

の

書

写

を

精

力

的

に

な

し

て

い

た

山

田

本

連

歌

百

句

付

は

ま

た

山

田

孝

雄

年

譜

等

か

ら

う

か

が

え

る

山

田

孝

雄

の

多

数

の

業

績

の

陰

に

あ

る

研

究

成

果

へ

と

結

実

す

る

日

常

の

た

ゆ

み

な

い

研

鑽

の

一

端

を

見

せ

て

く

れ

る

も

の

で

あ

ろ

う

 
 

注

１

天

理

図

書

館

奉

仕

部

参

考

業

務

掛(

加

藤

様)

よ

り

の

平

成

二

十

二

年

一

月

二

十

日

付

メ

ル

回

答

に

依

る

 

注

２

東

京

美

術

倶

楽

部

百

年

史 

美

術

商

の

百

年

(

平

成

十

八

・

東

京

美

術

倶

楽

部)

た

だ

計

三

回

の

売

立

目

録

赤

星

家

所

蔵

品

入

札

(

大

正

六

・

審

美

書

院)

に

は

記

載

が

見

ら

れ

な

い

 

注

３

山

田

孝

雄

年

譜

(

昭

和

三

十

四

・

寳

文

館) 
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山

田

文

庫

本 

心

敬

僧

都

百

句

付 

山

田

氏

奥

書 
  

 

井

上

通

泰

よ

り

山

田

孝

雄

宛

葉

書 
 


